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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第22期
第４四半期
連結累計期間

第21期

会計期間
自 平成25年11月１日
至 平成26年10月31日

自 平成24年11月１日
至 平成25年10月31日

売上高 (千円) 14,306,848 15,112,464

経常利益 (千円) 55,722 348,756

四半期(当期)純利益又は四半期
純損失（△）

(千円) △328,217 42,073

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △338,569 53,065

純資産額 (千円) 1,943,220 2,309,310

総資産額 (千円) 4,040,705 5,041,813

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は１株当たり四半期(当
期)純損失（△）

(円) △59.71 7.66

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 48.0 45.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 129,890 324,374

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 806,614 △211,059

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △797,400 △482,163

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 462,102 322,997
 

 

回次
第22期
第４四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年８月１日
至 平成26年10月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △49.50
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は平成25年５月１日付で株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと

仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

５．第22期は決算期変更により、平成25年11月１日から平成27年３月31日までの17か月間の変則決算となってお

ります。
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２ 【事業の内容】

当第４四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりになります。

平成26年１月30日付で、当社の筆頭株主でもあり主要株主でもある株式会社光通信（以下「光通信」と

いいます。）が、市場取引において当社株式を取得したことにより、当社のその他の関係会社に該当する

こととなりました。

なお、光通信につきましては、光通信が平成26年４月８日より平成26年５月22日まで実施しました当社

の普通株式に対する公開買付けにより、平成26年５月29日付で、当社の親会社に該当することとなりまし

た。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第４四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度

の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　（固定資産の譲渡について）

当社は、平成26年９月30日付開催の取締役会において、次の固定資産（以下、「本物件」という。）の

譲渡を決議し、平成26年10月10日付で売買契約を締結いたしました。また、これに伴い、平成26年10月23

日付で本物件を売却しております。なお、その概要は次のとおりでございます。

 
１．譲渡の理由　

　　　当社は、経営資源の有効活用を図るため、本物件を譲渡することにいたしました。　

 
２．本物件の概要　

（１）本物件の名称　泉パワーモール跡

　（２）本物件のうち土地に関する事項

　　　　所　在　地　宮城県仙台市泉区七北田字新道2-1他42筆

　　　　地　　　目　宅地等

　　　　地　　　積 18,435.23㎡

　（３）本物件のうち建物に関する事項

　　　　所　在　地 宮城県仙台市泉区七北田字新道18-1

　　　　構造の概要 鉄筋コンクリート造

　　　　延　面　積 770.85㎡

　

３．買主の概要　

　買主との間の守秘義務契約により、買主に関する情報は公表を控えさせていただきますが、当社と

買主との間には記載すべき資本関係、人的関係および取引関係はございません。
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　　４．売買の日程

　　　　売買契約の締結日　　　　　　平成26年10月10日

　　　　所有権移転日（代金支払日）　平成26年10月23日

　　

　　５．本物件の譲渡の影響

　本物件の譲渡に伴い、平成27年３月期第４四半期において、連結・個別ともに固定資産売却益とし

て固定資産売却益103百万円を計上しております。

　なお、当社は、平成27年３月期第３四半期において、本物件含む固定資産を商品に振り替えており

ましたが、平成27年３月期第４四半期中に、新たに当社の親会社となった株式会社光通信においてグ

ループ全体で事業再編および再定義がなされたことに伴い、不動産売買事業が当社の主たる営業目的

から外れたため、本物件含む固定資産を商品から固定資産に振り替えることにいたしました。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

　(1) 経営成績の分析

当第４四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府及び日銀による各種経済・金融政策の推進に

よって円安・株高傾向が続き、輸出企業を中心に緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、消費

税8％への増税後、個人消費の低迷や物価上昇懸念等から、先行きは不透明な状況となっております。

そのような状況のなか、当第４四半期連結累計期間における当社グループの売上高は14,306百万円（前

年同期比5.3％減）、営業利益は74百万円（前年同期比80.2％減）、経常利益は55百万円（前年同期比

84.0％減）、四半期純損失は328百万円（前年同期は42百万の純利益）となっております。これは、営業

利益、経常利益につきましては、積極的な新卒採用を継続して行っていることにより、販売費及び一般管

理費が増加したものであること、及び、当社グループにおける主力事業である移動体通信事業におきまし

て、総販売台数については前年同月対比において堅調に推移しているものの、平均粗利単価が低下したこ

とが利益減の主な要因となります。また、繰延税金資産の取崩、前役員の不適切取引事件についての損失

引当により、四半期純利益は大きく減少しております。
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なお、セグメント別の業績は以下のとおりであります。

① 移動体通信店舗事業

移動体通信店舗事業におきましては、積極的な従業員の採用と教育に注力したことと、効率的な店舗

運営を実現すべく、親会社のグループ会社を含む数社への一部店舗の譲渡および一部店舗の閉鎖を実施

した結果、売上高は13,570百万円（前年同期比5.0％減）、営業利益は169百万円（前年同期比50.6％

減）となっております。なお、ソフトバンク事業においては通信事業者から優良代理店に認定されたこ

とから、今後は店舗の内装リニューアルや、同一商圏内でもより立地条件の良い物件に店舗を移管する

など、既存店舗の販売力強化を目指す環境を整えることができました。

　

② テレマーケティング事業

テレマーケティング事業におきましては、安定的な収益の確保を図るとともに、今後の事業拡大を見

据えた積極的な若手の抜擢と人員の育成に注力した結果、売上高は497百万円（前年同期比19.5％

減）、営業利益は125百万円（前年同期比46.1％減）となっております。今後も新卒採用を軸に積極的

な雇用拡大を行っていく予定です。

　

③ 不動産事業

不動産事業におきましては、東日本大震災による影響から、前期までは賃貸不動産の賃料減額を実施

しておりましたが、今期から通常価格で賃貸契約を実施したこと、および、前期中に締結した顧客との

賃貸契約が継続しており、売上高は17百万円（前年同期比9.0％増）、営業利益は7百万円（前年同期比

564.5％増）となっております。

　

④ その他

東日本大震災の影響もあり、通信回線サービス事業につきましては営業を縮小しておりますが、医

療・介護事業において介護予防通所介護施設を運営しており、売上高は221百万円（前年同期比16.3％

増）、営業損失19百万円（前年同期は53百万円の営業損失）となっております。

 

　

(2) 財政状態の分析

当第４四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は６百

万円増加して2,297百万円、固定資産は1,000百万円減少して1,743百万円となりました。これらは主に

土地の売却によるものであります。その結果、総資産は1,001百万円減少して4,040百万円となりまし

た。

　負債の状況は、流動負債は463百万円減少して1,975百万円、固定負債は171百万円減少して121百万円

となりました。これは主に移動体通信店舗事業に関する買掛金の減少206百万円、社債の減少285百万円

によるものであります。その結果、負債総額は635百万円減少して2,097百万円となりました。

　純資産の状況は、366百万円減少して1,943百万円となりました。これは主に四半期純損失の計上によ

るものであります
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第４四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計

年度末と比較して139百万円増加して462百万円となりました。

当第４四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、129百万円（前連結会計年度は324百万円の収入）となりました。こ

れは主に税金等調整前前四半期純損失の49百万円とのれん償却費の115百万円、および仕入債務の減少

206百万円、法人税等の支払46百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、806百万円（前連結会計年度は211百万円の支出）となりました。こ

れは主に有形固定資産の売却による収入687百万円と投資有価証券の売却による収入112百万円によるも

のです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、797百万円（前連結会計年度は482百万円の支出）となりました。こ

れは主に借入による540百万円と借入金等の返済1,306百万円、配当金の支払27百万円によるものであ

り、前年同期と比較して借入額が少なくなっております。

 
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 
(5) 従業員数

・連結会社の状況

当第４四半期連結累計期間における従業員数は、前連結会計年度末に比べて従業員が14名増加して、

418名となっております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 17,000,000

計 17,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第４四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年10月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年１月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,614,600 5,614,600
東京証券取引所
（マザーズ市場）

単元株式数は100株であり
ます。

計 5,614,600 5,614,600 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年８月１日～
平成26年10月31日

― 5,614,600 ― 1,199,086 ― 69,874
 

 

(6) 【大株主の状況】

  平成26年10月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社光通信 東京都豊島区西池袋１丁目４-10 4,385,400 78.11

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６－１ 52,600 0.94

間嶋　伸治 兵庫県西宮市 16,000 0.28

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－10 13,200 0.24

崔　建忠 静岡県熱海市 11,700 0.21

中村　泰之 東京都品川区 9,100 0.17

細羽　強 広島県福山市 8,100 0.14

中嶋　まり子 宮城県黒川郡富谷町 8,000 0.14

マネックス証券株式会社 東京都千代田区麹町２丁目４－１ 7,900 0.14

濱田　佳予子 兵庫県神戸市中央区 7,400 0.13

計 ― 4,519,400 80.49
 

(注) 当社は、自己株式118,575株（発行済株式総数に対する割合：2.11％）を保有しておりますが、上記の大株主の

状況には記載しておりません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年10月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 　　
118,500

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式 　

5,495,800
54,958 ―

単元未満株式 300 ― ―

発行済株式総数 5,614,600 ― ―

総株主の議決権 ― 54,958 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成26年10月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社京王ズホール
ディングス

宮城県仙台市青葉区中央
二丁目２－１０

118,500 ― 118,500 2.11

計 ― 118,500 ― 118,500 2.11
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

当社は、平成26年７月29日開催の臨時株主総会において、定款の一部変更を決議し、決算期を10月31日

から３月31日に変更いたしました。これにより、第22期は、平成25年11月１日から平成27年３月31日まで

の17か月間となっております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第４四半期連結会計期間(平成26年８月１

日から平成26年10月31日まで)及び第４四半期連結累計期間(平成25年11月１日から平成26年10月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人アリアによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年10月31日)

当第４四半期連結会計期間
(平成26年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 341,711 474,102

売掛金 1,393,404 1,406,119

商品 257,367 238,718

その他 300,718 192,850

貸倒引当金 △2,511 △14,457

流動資産合計 2,290,690 2,297,332

固定資産

有形固定資産

土地 617,803 101,455

その他（純額） 210,799 88,681

有形固定資産合計 828,603 190,136

無形固定資産

のれん 1,490,858 1,334,934

その他 11,370 1,740

無形固定資産合計 1,502,228 1,336,674

投資その他の資産

株主及び株主保有会社に対する金銭債権 637,573 631,335

その他 414,273 221,623

貸倒引当金 △638,534 △636,397

投資その他の資産合計 413,311 216,561

固定資産合計 2,744,143 1,743,373

繰延資産

社債発行費 6,979 －

繰延資産合計 6,979 －

資産合計 5,041,813 4,040,705

負債の部

流動負債

買掛金 1,282,252 1,076,011

短期借入金 113,200 80,000

1年内返済予定の長期借入金 548,749 58,536

1年内償還予定の社債 90,000 －

未払法人税等 44,498 54,451

不正関連損失引当金 － 93,830

賞与引当金 56,059 66,401

その他 304,639 546,638

流動負債合計 2,439,399 1,975,869

固定負債

社債 195,000 －
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年10月31日)

当第４四半期連結会計期間
(平成26年10月31日)

長期借入金 69,976 112,195

その他 28,127 9,420

固定負債合計 293,103 121,615

負債合計 2,732,503 2,097,485

純資産の部

株主資本

資本金 1,199,086 1,199,086

資本剰余金 822,760 822,760

利益剰余金 284,822 △70,875

自己株式 △9,798 △9,837

株主資本合計 2,296,870 1,941,133

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,890 －

その他の包括利益累計額合計 10,890 －

新株予約権 － －

少数株主持分 1,549 2,087

純資産合計 2,309,310 1,943,220

負債純資産合計 5,041,813 4,040,705
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第４四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第４四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
　至 平成26年10月31日)

売上高 14,306,848

売上原価 11,872,439

売上総利益 2,434,409

販売費及び一般管理費 2,360,196

営業利益 74,212

営業外収益

受取利息 491

有価証券売却益 24,566

その他 23,171

営業外収益合計 48,230

営業外費用

支払利息 7,695

休止固定資産関係費用 15,772

貸倒引当金繰入額 14,457

その他 28,795

営業外費用合計 66,720

経常利益 55,722

特別利益

固定資産売却益 103,058

受取補償金 17,317

関係会社株式売却益 －

特別利益合計 120,376

特別損失

固定資産除却損 13,078

不正関連損失引当金繰入 93,830

減損損失 51,429

その他 67,059

特別損失合計 225,397

税金等調整前四半期純損失（△） △49,298

法人税、住民税及び事業税 70,321

法人税等調整額 208,058

法人税等合計 278,380

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △327,679

少数株主利益 538

四半期純損失（△） △328,217
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【四半期連結包括利益計算書】
【第４四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第４四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
　至 平成26年10月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △327,679

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △10,890

その他の包括利益合計 △10,890

四半期包括利益 △338,569

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △338,031

少数株主に係る四半期包括利益 △538
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第４四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
　至 平成26年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △49,298

減価償却費 50,592

のれん償却額 115,883

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10,985

受取利息及び受取配当金 △491

支払利息 7,695

固定資産除却損 13,078

受取補償金 △17,317

新株予約権戻入益 0

売上債権の増減額（△は増加） △12,715

たな卸資産の増減額（△は増加） 18,735

仕入債務の増減額（△は減少） △206,241

その他 235,057

小計 165,964

利息及び配当金の受取額 192

利息の支払額 △7,082

法人税等の支払額 △46,502

法人税等の還付額 0

補償金の受取額 17,317

営業活動によるキャッシュ・フロー 129,890

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 10,000

有形固定資産の取得による支出 △21,185

有形固定資産の売却による収入 687,630

無形固定資産の取得による支出 0

投資有価証券の取得による支出 △2,997

投資有価証券の売却による収入 112,183

敷金及び保証金の差入による支出 △40,312

敷金及び保証金の回収による収入 54,909

役員に対する金銭債権の減少に伴う収入 4,166

株主に対する金銭債権の増加に伴う支出 0

株主に対する金銭債権の減少に伴う収入 0

株主保有会社に対する金銭債権の増加に伴う支
出

△316

株主保有会社に対する金銭債権の減少に伴う収
入

211

貸付けによる支出 0

貸付金の回収による収入 2,323

投資活動によるキャッシュ・フロー 806,614
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(単位：千円)

当第４四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
　至 平成26年10月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 340,000

短期借入金の返済による支出 △373,200

長期借入れによる収入 200,000

長期借入金の返済による支出 △647,994

長期未払金の返済による支出 △3,866

社債の償還による支出 △285,000

配当金の支払額 △27,300

自己株式の取得による支出 △39

財務活動によるキャッシュ・フロー △797,400

現金及び現金同等物に係る換算差額 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 139,104

現金及び現金同等物の期首残高 322,997

現金及び現金同等物の四半期末残高 462,102
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【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。　

 
当第４四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
至 平成26年10月31日)

給料及び手当 749,071千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

 

 
当第４四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
至 平成26年10月31日)

現金及び預金 474,102千円

有価証券（MMF) ―

預入期間が３か月を超える
定期預金

12,000千円

現金及び現金同等物 462,102千円
 

 

 

(株主資本等関係)

当第４四半期連結累計期間(自 平成25年11月１日 至 平成26年10月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年１月24日
定時株主総会

普通株式 27,480 ５ 平成25年10月31日 平成26年１月27日 利益剰余金
 

(注) 当社は、平成25年５月１日付で普通株式１株を100株とする株式分割を行っております。

 

２．基準日が当第４四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第４四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 当第４四半期連結累計期間(自 平成25年11月１日 至 平成26年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

移動体通信
店舗事業

テレマーケ
ティング
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高         

外部顧客へ
の売上高

13,570,913 497,717 17,160 14,085,791 221,057 14,306,848 ― 14,306,848

セグメント
間の内部売
上高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 13,570,913 497,717 17,160 14,085,791 221,057 14,306,848 ― 14,306,848

セグメント利
益 又 は 損 失
(△)

169,042 125,214 7,360 301,618 △19,440 282,177 △207,964 74,212

 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業等を

含んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△207,964千円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
当第４四半期連結累計期間
(自 平成25年11月１日
至 平成26年10月31日)

１株当たり四半期純損失（△）金額 △59.71

    (算定上の基礎)  

   四半期純損失金額(千円) △328,217

   普通株主に帰属しない金額(千円) ―

   普通株式に係る四半期純損失金額 △328,217

    普通株式の期中平均株式数(株) 5,496,100
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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(重要な後発事象)

過年度決算の訂正について

１．概要

外部機関による調査を受けた結果、平成26年12月２日に平成23年10月期決算から平成27年３月期第３

四半期決算までの各会計期間（以下、「対象期間」という。）の会計処理に関する疑義（以下、「本件

疑義」という。）を指摘されました。

　なお、本件疑義の主な内容は、次のとおりです。

 

 ・外部機関から指摘されている本件疑義の主な内容

①前社長が他の役員のうちの一部の役員に係る報酬の大部分について借受けていたことによる、当該役員

の報酬に係る会計処理の妥当性

②前社長の報酬のうち、実質的に前社長が収受した報酬以外の金員に係る帰趨の調査および会計処理の妥

当性

③当社が費用として計上しているもののうち、当社の創業者である元社長および過去の不正に関与した旧

役員らに関連して、正当な出金手続を偽装して不適切な出金をなしたとみられる金員に係る会計処理の

妥当性

④当社の創業者である元社長および同人の個人会社らに対する過去の資金流出（詳細は当社の平成 24年

１月24日付け「証券取引等監視委員会による課徴金納付命令の勧告について」をご参照ください。）に

起因して締結した貸付契約における元社長および同人の個人会社らに対する貸付金に関する回収可能性

の評価の妥当性

⑤前社長において、当社が有する、元社長および過去の不正関与した元役員らに対する債権を行使しない

意思を有していた可能性があることに基づく、当該債権に係る会計処理の妥当性

 

このため当社は、社内調査委員会を設立して、本件疑義およびこれに関連する取引等について、事実

関係や背景事情等の調査分析を行う必要があるとの結論に至りました。

以上の経緯により、当社は、平成26年12月19日付け開催の取締役会により、社内調査委員会を設置す

ることを決議いたしました。

 

当社は、社内調査委員会の調査結果を平成27年１月13日に受領し、平成27年１月15日に過去決算を訂

正いたしました。

 

２．訂正に伴う損失の計上

当社は、当第４四半期において、前記１の訂正のための調査費用等の見積金額50,000千円と、この訂

正に伴い、将来、金融商品取引法に基づいて納付を求められる可能性のある課徴金相当額の見積金額

43,830千円を不正関連損失引当金として計上することにいたしました。

なお、この訂正に伴い、法人税等の修正申告等を行う必要が生じますが、修正が必要な税務申告等の

範囲および影響額が未確定のため、当第４四半期においてはその修正内容を反映することができませ

ん。
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２ 【その他】

該当事項はありません。　

EDINET提出書類

株式会社京王ズホールディングス(E04485)

四半期報告書

22/24



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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監査法人アリア

代表社員
業務執行社員

 公認会計士   茂　　木　　秀　　俊   ㊞

代表社員
業務執行社員

 公認会計士   山　　中　　康　　之   ㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成27年１月15日

株式会社京王ズホールディングス
取締役会  御中

　

 

　

 

　

 

　　

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社京王ズホールディングスの平成25年11月１日から平成27年3月31日までの連結会計年度の第4四半期連
結会計期間（平成26年8月１日から平成26年10月31日まで）及び第4四半期連結累計期間（平成25年11月１日
から平成26年10月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損
益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社京王ズホールディングス及び連結
子会社の平成26年10月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第4四半期連結累計期間の経営成績
及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め
られなかった。
　
強調事項
重要な後発事象に記載されているとおり、会社は外部機関から過年度決算に関する疑義を指摘され、平成
26年12月19日開催の取締役会で社内調査委員会を設置し、社内調査委員会の調査結果を平成27 年１月13日
に受領し、平成27 年１月15日に過年度決算を訂正した。
当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。
２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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